






史』Ⅰ～Ⅵ（東京大学出版会、一九九二～一九九三年）の続編ともいえる。二〇年近くを経て最新の 動向を踏まえている事は勿論だが、 『アジアのなかの日本史』がテマごとに重厚な論文で構成されていた と比べると、通史という形態をとっていることもあり、より平易で一般の読
者にも配慮した内容となっている。　
各巻は、編者が冒頭に「通史」をかかげ当該巻の歴史の
































様子を、国内および国際関係の状況を踏まえつつ叙述する。幕末の条約締結が 威の失墜と捉えられ、 その回復 （条約改正による国家主権の回復）と「処士横議」そして「公議輿論」の実現が国家的な課題となり、最終的に達成されるにいたる背景を、 内のさまざまな分野での再編を有機的に結びつけて説明する。また、 「鎖国・開国」や「維新」を言説として捉え直すことも大きなテーマとし、近代ゴールがもたらしたさまざまなバイアスの影響力の大きさにも言及する。
　
荒野論文は、荒野通史の枠組みによりながら、とくに東









多くの論者によって、 「国際関係」 が近世のそれから、 ヨー




村論文） 、琉球（西里論文） 、出入 管理（上白石論文）移民（森田論文） 、キリスト教（山崎論文）などの各分野が対象となっている。日本だけでなく 周辺諸国との比較や反応にも目が向けられている事（荒野論文、鵜飼論文、木村論文、 西里論文） 特徴で、 前シリーズのタイトル「ア













































象を取り上げている本書を的確に論評するのは困難であため本書の魅力を十分に伝えられたかは心許ない。興味を持たれた方は、是非本書を読んでほしい。さ 、荒野通史では、 研究者間のたこつぼ的な状況へ危惧を抱いているが近世史研究者が書い 幕末・明治維新の通史 近代 研究者はどう受け取るだろうか？この書をきっかけに幕末・明治維新の研究が進展する事を願う。
（豊島区郷土資料館）
